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布
」  

同
年
十
二
月
一
日
（
金
）、
ブ

ラ
ジ
ル
・
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
で
の
み
言
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
同
年
十
一
月
十

一
日
の
み
言
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

実
は
、
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
十
一

日
の
み
言
は
『
主
要
儀
式
と
宣
布
式

Ⅳ
』（
成
和
出
版
社
）
の
中
に
、「
父

子
協
助
時
代
宣
言
」
と
い
う
題
目
で

収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
掲
載
さ

れ
た
み
言
を
『
統
一
教
会
の
分
裂
』

は
引
用
し
て
い
る
の
で
す
。『
主
要

儀
式
と
宣
布
式
Ⅳ
』
韓
国
語
版
で
は

４
５
６
～
４
６
５
ペ
ー
ジ
、
日
本
語

版
で
は
５
９
３
～
６
０
５
ペ
ー
ジ
で

す
。
こ
の
み
言
は
13
ペ
ー
ジ
、
１
９

６
行
分
に
も
及
ぶ
も
の
な
の
で
す

（
日
本
語
版
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
金
鍾
奭
氏
は
、「
父

子
協
助
時
代
が
到
来
し
た
の
で
、
母

は
必
要
な
（
い
）」
と
真
の
お
父
様

が
語
ら
れ
た
と
す
る
そ
の
根
拠
の
み

言
を
「
マ
ル
ス
ム
選
集
４
５
６
巻
４

６
５
ペ
ー
ジ
」
か
ら
引
用
し
た
と
記

載
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
『
主

要
儀
式
と
宣
布
式
Ⅳ
』
か
ら
で
あ
り
、

出
典
表
記
を
偽
っ
て
い
る
の
で
す
。

十
四
、「
父
子
協
助
時
代
、
母
は
必

要
な
い
」
と
主
張
す
る
誤
り

（
１
）
出
典
文
献
に
関
す
る
隠
蔽
と
、

み
言
の
改
竄
行
為

　

金キ
ㇺ

鍾ヂ
ョ
ン

奭ソ
ㇰ

著
『
統
一
教
会
の
分
裂
』

の
問
題
箇
所
を
引
用
し
ま
す
。

　
「
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
に
は
『
母

子
協
助
時
代
が
終
わ
っ
て
父
子
協
助

時
代
が
到
来
し
た
の
で
、
母
は
必
要

な
く
、
父
と
息
子
が
一
つ
に
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
語
っ
た
」

（
70
ペ
ー
ジ
）

教
理
研
究
院

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
教
会
お
よ
び
Ｕ
Ｃ
Ｉ
を
支
持
す
る
人
々
の
言
説
の
誤
り
（
11
）

　

上
述
の
よ
う
に
、
金
鍾
奭
氏
は
、

真
の
お
父
様
が
二
〇
〇
〇
年
十
一
月

に
「
父
子
協
助
時
代
が
到
来
し
た
の

で
、
母
は
必
要
な
い
」
と
語
ら
れ
た

と
述
べ
、
そ
の
根
拠
と
し
て
以
下
の

よ
う
に
み
言
を
引
用
し
ま
す
。

　
「
で
す
か
ら
直
接
的
で
完
全
な
愛

の
種
を
家
庭
的
に
受
け
て
、
父
と
息

子
が
直
系
で
連
結
さ
れ
る
の
で
す
。

こ
こ
に
は
母
が
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

母
子
協
助
時
代
と
父
子
協
助
時
代
と

は
違
う
の
で
す
。
絶
対
愛
に
よ
っ
て

神
様
が
女
を
抱
い
て
き
ま
し
た
が
、

そ
こ
に
相
対
的
立
場
に
立
と
う
と
す

れ
ば
絶
対
服
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。
そ
の
言
葉
は
母
に
対
す

る
言
葉
で
す
。
母
子
協
助
時
代
を
蹴

飛
ば
し
て
父
子
協
助
時
代
に
移
る
の

で
、
母
は
こ
こ
に
協
助
し
な
く
て
も

絶
対
信
仰
、
絶
対
愛
、
絶
対
服
従
し

て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
蕩
減
す
る
為

に
苦
労
し
た
全
て
の
祝
福
を
天
か
ら

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」（
マ

ル
ス
ム
選
集
４
５
６
巻
４
６
５
ペ
ー

ジ
、
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
十
一
日
／

『
統
一
教
会
の
分
裂
』
70
ペ
ー
ジ
の

注
釈
）

　

ま
ず
、
こ
の
出
典
表
記
は
で
た
ら

め
で
す
。『
文
鮮
明
先
生
マ
ル
ス
ム

選
集
』
４
５
６
巻
に
「
４
６
５
ペ
ー

ジ
」
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
４
５
６
巻

は
３
１
６
ペ
ー
ジ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
の
出
典
表

記
の
〝
虚
偽
〟
を
理
解
す
る
た
め
に
、

マ
ル
ス
ム
選
集
４
５
６
巻
に
収
録
さ

れ
た
み
言
の
題
目
お
よ
び
日
付
、
場

所
、
ペ
ー
ジ
数
な
ど
を
以
下
、
記
載

し
ま
す
。

　

目
次
を
見
る
と
、
マ
ル
ス
ム
選
集

４
５
６
巻
に
は
二
〇
〇
四
年
六
月
二

十
五
日
（
金
）
か
ら
六
月
三
十
日

（
水
）
ま
で
の
、
次
の
六
つ
の
題
目

の
み
言
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
「
絶
対
価
値
観
と
愛
の
主
人
」  

二
〇
〇
四
年
六
月
二
十
五
日
（
金
）

に
韓
国
の
麗ヨ

水ス

・
清

チ
ョ
ン

海ヘ

ガ
ー
デ
ン
の

早
朝
訓
読
会
で
語
ら
れ
た
み
言
。
９

～
83
ペ
ー
ジ
。

②
「
不
変
と
本
質
と
統
班
撃
破
活
動
」  

同
年
六
月
二
十
七
日
（
日
）
に
前
同

所
で
語
ら
れ
た
み
言
。
84
～
１
４
１

ペ
ー
ジ
。

③
「
霊
界
の
実
相
と
『
天
聖
経
』

訓
読
生
活
」  

同
年
六
月
二
十
八
日

（
月
）
に
前
同
所
で
語
ら
れ
た
み
言
。

１
４
２
～
２
０
４
ペ
ー
ジ
。

④
「
一
心
不
乱
萬
生
懸
命
で
努
力
し

よ
う
」  

同
年
六
月
二
十
九
日
（
火
）

に
前
同
所
で
語
ら
れ
た
み
言
。
２
０

５
～
２
５
２
ペ
ー
ジ
。

⑤
「
天
曜
日
と
『
天
聖
経
』
を
中
心

と
し
た
伝
統
相
続
」  

同
年
六
月
三

二
十
九
日
（
日
）、
前
同
所
で
の
み
言
。

④
「
大
洋
圏
の
開
発
と
自
立
基
盤
の

構
築
」  

同
年
十
月
二
十
九
日
（
日
）

午
前
９
時
10
分
、
前
同
所
で
の
み
言
。

⑤
「
愛
の
完
成
の
た
め
の
生
涯
」  

同
年
十
月
二
十
九
日
（
日
）
午
後
４

時
、
天
宙
清

チ
ョ
ン

平ピ
ョ
ン修

錬
苑
で
の
み
言
。

⑥
「
家
庭
王
権
宣
布
と
解
放
圏
時
代

の
到
来
」  

同
年
十
月
三
十
日
（
月
）、

韓
国
、
漢ハ

ン

南ナ
ㇺ

国
際
研
修
院
で
の
み
言
。

⑦
「
ハ
ワ
イ
を
中
心
と
し
た
海
洋
摂

理
」  

同
年
十
一
月
十
八
日
（
土
）、

ハ
ワ
イ
・
オ
ア
フ
島
で
の
み
言
。

⑧
「
血
統
復
帰
と
真
の
愛
の
実
体
」  

同
年
十
一
月
二
十
六
日
（
日
）、
米

国
、
イ
ー
ス
ト
ガ
ー
デ
ン
で
の
み
言
。

⑨
「
天
国
の
門
の
鍵
」  

同
年
十
一

月
二
十
八
日
（
火
）、
前
同
所
で
の

み
言
。

⑩
「
血
統
の
重
要
性
」  

同
年
十
一

月
三
十
日
（
木
）、
ブ
ラ
ジ
ル
・
パ

ン
タ
ナ
ー
ル
で
の
み
言
。

⑪
「
愛
の
典
型
路
程
」  

同
年
十
一

月
三
十
日
（
木
）、
パ
ラ
グ
ア
イ
・

オ
リ
ン
ポ
で
の
み
言
。

⑫
「
神
様
王
権
即
位
式
の
た
め
の
宣

十
日
（
水
）
第
八
回
安ア

ン

侍シ

日イ
ㇽ

の
敬
礼

式
お
よ
び
早
朝
訓
読
会
に
前
同
所
で

語
ら
れ
た
み
言
。
２
５
３
～
２
９
２

ペ
ー
ジ
。

⑥
「
天て

ん

一い
ち

国こ
く

主
人
家
庭
と
絶
対
価
値

観
設
定
」  

同
年
六
月
三
十
日
（
水
）

午
後
９
時
50
分
か
ら
前
同
所
で
語
ら

れ
た
み
言
。
２
９
３
～
３
１
６
ペ
ー

ジ
。

　

次
に
、
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
十
一

日
に
語
ら
れ
た
み
言
が
、
マ
ル
ス
ム

選
集
の
何
巻
に
あ
る
の
か
を
見
て
い

き
ま
す
。
マ
ル
ス
ム
選
集
３
３
８
巻

を
見
る
と
、
二
〇
〇
〇
年
十
月
二
十

八
日
か
ら
同
年
十
二
月
一
日
ま
で
の

十
二
の
題
目
の
み
言
が
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

①
「
祖
国
光
復
に
向
か
っ
て
絶
対
信

仰
で
進
も
う
」  

二
〇
〇
〇
年
十
月

二
十
八
日
（
土
）、
韓
国
、
中
央
修

練
院
で
の
み
言
。

②
「
一
族
と
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
た
ち
を

伝
道
し
よ
う
」  

同
年
十
月
二
十
八

日
（
土
）、
前
同
所
で
の
み
言
。

③
「
真
な
る
芸
能
人
」  

同
年
十
月

解 説

　

み
言
の
出
典
表
記
に
、
架
空
の

ペ
ー
ジ
数
を
記
載
す
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

改
竄
行
為
は
、『
統
一
教
会
の
分
裂
』

が
、
真
の
お
母
様
を
お
と
し
め
る
目

的
を
も
っ
て
書
か
れ
て
お
り
、
読
者

を
欺
く
た
め
の
書
で
あ
る
こ
と
を
裏

付
け
る
証
拠
の
一
つ
で
す
。

（
２
）
み
言
を
継
ぎ
は
ぎ
す
る
こ
と

で
、
意
味
を
改
竄
す
る
悪
意
の
引
用

　

金
鍾
奭
氏
は
〝
み
言
の
出
典
〟
を

偽
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
彼
が
「
父

子
協
助
時
代
が
到
来
し
た
の
で
、
母

は
必
要
な
（
い
）」
と
真
の
お
父
様

が
語
ら
れ
た
と
す
る
み
言
は
、
原
典

と
比
較
す
る
と
、
大
幅
に
継
ぎ
は
ぎ

し
て
お
り
、
し
か
も
意
味
を
改
竄
し

て
い
る
事
実
が
明
ら
か
と
な
り
ま
す
。

　

金
鍾
奭
氏
が
〝
み
言
の
出
典
〟
を

偽
っ
た
の
は
、
大
幅
に
継
ぎ
は
ぎ
し

て
い
る
事
実
、
お
よ
び
み
言
の
意
味

を
改
竄
し
て
い
る
事
実
な
ど
を
読
者

に
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の

〝
隠
蔽
工
作
〟
で
は
な
い
か
と
疑
わ

ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　

Ｕ
Ｃ
Ｉ
（
い
わ
ゆ
る
「
郭
グ
ル
ー
プ
」）
は
、
日
本
で
集
会
を
行
っ
て
『
統
一
教
会
の
分

裂
』
と
い
う
書
籍
を
広
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
書
に
は
真
の
お
母
様
を
お
と
し
め
る
〝
み
言

改か
い

竄ざ
ん

〟
や
〝
誤
訳
〟〝
文
脈
を
無
視
し
た
み
言
引
用
〟
が
散
見
し
ま
す
。
ま
ず
、
原
本
で
あ

る
韓
国
語
版
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、
み
言
を
継
ぎ
は
ぎ
す
る
こ
と
で
意
味
を
歪
曲
さ
せ

る
〝
み
言
改
竄
〟
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
歪
曲
し
た
文
章
を
、
日
本
語
訳
で
は
さ
ら
に
悪
意

を
持
っ
て
〝
誤
訳
〟
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、『
統
一
教
会
の
分
裂
』
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
〝
父

子
協
助
時
代
、
母
は
必
要
な
い
〟
と
主
張
す
る
誤
り
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
総
合
的
に
理
解
し
把
握
す
る
た
め
に
は
、「
真
の
父
母
様
宣
布

文
サ
イ
ト
（http://trueparents.jp/

）」
の
掲
載
文
や
映
像
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
理
研
究
院

　

注
、
真
の
父
母
様
の
み
言
お
よ
び
『
原
理
講
論
』
は
「
青
い
字
」
で
、
Ｕ
Ｃ
Ｉ
側
の
主
張

は
「
茶
色
の
字
」
で
区
別
し
て
い
ま
す
。
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前
項
の
「（
１
）
出
典
文
献
に
関

す
る
隠
蔽
と
、
み
言
の
改
竄
行
為
」

で
引
用
し
た
『
統
一
教
会
の
分
裂
』

に
出
て
く
る
み
言
の
原
典
に
当
た
っ

て
み
る
と
、
こ
の
み
言
は
一
段
落

（
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
で
構
成
さ
れ
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
前
後
の
文
章

を
大
幅
に
省
略
し
、
継
ぎ
は
ぎ
し

な
が
ら
創
作
し
た
み
言
で
す
。『
主

要
儀
式
と
宣
布
式
Ⅳ
』（
日
本
語
訳
）

か
ら
、
省
略
部
分
を
示
し
な
が
ら
以

下
、
表
記
し
ま
す
。

　
「（
冒
頭
の
書
き
出
し
か
ら
89
行
を

省
略
）
…
…
で
す
か
ら
直
接
的
で
完

全
な
愛
の
種
を
家
庭
的
に
受
け
て
、

父
と
息
子
が
直
系
で
連
結
さ
れ
る
の

で
す
。
こ
こ
に
は
母
が
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
…
…
（
56
行
を
省
略
）
…
…

母
子
協
助
時
代
と
父
子
協
助
時
代
と

は
違
う
の
で
す
。
…
…
（
９
行
を
省

略
）
…
…
絶
対
愛
に
よ
っ
て
神
様
が

女
を
抱
い
て
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
に

相
対
的
立
場
に
立
と
う
と
す
れ
ば
絶

対
服
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。
そ
の
言
葉
は
母
に
対
す
る
言
葉

で
す
。
…
…
（
２
行
を
省
略
）
…
…

母
子
協
助
時
代
を
蹴
飛
ば
し
て
父
子

協
助
時
代
に
移
る
の
で
、
母
は
こ
こ

に
協
助
し
な
く
て
も
絶
対
信
仰
、
絶

対
愛
、
絶
対
服
従
し
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
蕩
減
す
る
為
に
苦
労
し
た
全

て
の
祝
福
を
天
か
ら
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。
…
…
（
最
後
ま
で

の
34
行
を
省
略
）」（
注
、
こ
の
文
章

は
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
の
翻
訳
文

引
用
）

　

こ
の
よ
う
に
、
金
鍾
奭
氏
が
「
父

子
協
助
時
代
が
到
来
し
た
の
で
、
母

は
必
要
な
（
い
）」
と
主
張
す
る
根

拠
と
し
て
引
用
し
た
み
言
は
、
前
後

の
文
章
を
大
幅
に
省
略
し
、
継
ぎ
は

ぎ
し
な
が
ら
改
竄
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
の
う
え
、

み
言
の
意
味
も
、
原
典
と
比
較
す
る

と
、
改
竄
し
て
い
る
こ
と
が
明
白
で

す
。

　

結
局
、
金
鍾
奭
氏
が
み
言
を
大
幅

に
継
ぎ
は
ぎ
し
た
目
的
は
、
真
の
お

父
様
が
「
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
に
は

『
母
子
協
助
時
代
が
終
わ
っ
て
父
子

協
助
時
代
が
到
来
し
た
の
で
、
母
は

必
要
な
く
、
父
と
息
子
が
一
つ
に
な

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
語
っ
た
」

も
の
と
す
る
こ
と
で
、〝
真
の
お
母

様
は
必
要
が
な
い
時
代
に
入
っ
た
〟

と
主
張
し
た
い
が
た
め
、
そ
の
主
旨

に
合
う
よ
う
に
〝
改
竄
〟
す
る
た
め

だ
っ
た
の
で
す
。

（
３
）
悪
意
の
あ
る
〝
み
言
削
除
〟

お
よ
び
〝
み
言
改
竄
〟

　

次
に
、
金
鍾
奭
氏
が
引
用
し
た
み

言
の
削
除
と
、
み
言
改
竄
に
関
す
る

〝
問
題
〟
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
き

ま
す
。
以
下
、『
統
一
教
会
の
分
裂
』

の
文
章
と
『
主
要
儀
式
と
宣
布
式
Ⅳ
』

の
文
章
を
比
較
し
て
み
ま
す
。

　
「
で
す
か
ら
直
接
的
で
完
全
な
愛

の
種
を
家
庭
的
に
受
け
て
、
父
と
息

子
が
直
系
で
連
結
さ
れ
る
の
で
す
。

こ
こ
に
は
母
が

0

0

0

0

0

0

必
要
あ
り
ま
せ
ん
」

（『
統
一
教
会
の
分
裂
』
70
ペ
ー
ジ
の

訳
文
）

　
「
で
す
か
ら
、
直
接
的
で
完
全
な

愛
の
種
を
家
庭
的
に
受
け
て
、
父
と

息
子
が
直
系
で
連
結
さ
れ
る
の
で
す
。

そ
こ
に
は
母
親
は

0

0

0

0

0

0

0

必
要
あ
り
ま
せ
ん
」

（『
主
要
儀
式
と
宣
布
式
Ⅳ
』
５
９
９

ペ
ー
ジ
）

　
『
主
要
儀
式
と
宣
布
式
Ⅳ
』
５
９

９
ペ
ー
ジ
に
は
、「
そ
こ
に
は
母
親

0

0

0

0

0

0

は0

必
要
あ
り
ま
せ
ん
」
と
書
か
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
み
言
を
正
確
に
知

る
に
は
、
そ
の
前
後
を
理
解
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。『
統
一
教
会
の

分
裂
』
が
省
略
、
隠
蔽
し
た
少
し
前

の
部
分
に
、
重
要
な
み
言
が
隠
さ
れ

て
い
ま
す
。『
主
要
儀
式
と
宣
布
式

Ⅳ
』
５
９
８
～
５
９
９
ペ
ー
ジ
は
、

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
母
子
摂
理
時
代
で
は
な
く
父
子

摂
理
時
代
な
の
で
す
。
真
の
父
母

0

0

0

0

が

出
て
く
る
前
ま
で
は
、
母
親
た
ち
は

0

0

0

0

0

息
子
た
ち
を
育
て
な
が
ら
迫
害
を
受

け
て
き
ま
し
た
が
、
神
様
を
中
心
と

し
て
、
直
接
、
真
の
父
母
を
中
心
と

し
て
、
息
子
と
娘
が
生
ま
れ
た
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
は
母
親
が

0

0

0

0

0

0

0

0

い
な
く
て

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
母
の
時
代
は
過

ぎ
去
り
、
父
子
摂
理
時
代
へ
と
越
え

て
い
く
の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
神
様

を
中
心
と
し
て
真
の
父
が
現
れ
、
真

の
父
を
中
心
と
し
て
真
の
母
が
現
れ

0

0

0

0

0

0

、

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
息
子
と
娘
た
ち

に
は
、
サ
タ
ン
は
手
を
つ
け
ら
れ
な

い
の
で
す
」（
注
：
こ
れ
は
『
統
一

教
会
の
分
裂
』
が
省
略
し
た
み
言
）

　

真
の
お
父
様
は
、
こ
こ
で
「
母
親
」

と
い
う
言
葉
と
「
真
の
母
」
と
い
う

言
葉
と
を
、
明
確
に
使
い
分
け
て
お

ら
れ
ま
す
。
お
父
様
は
、「
真
の
父

0

0

0

母0

が
出
て
く
る
前
ま
で
は
、
母
親
た

0

0

0

ち
は

0

0

息
子
た
ち
を
育
て
な
が
ら
迫
害

を
受
け
て
き
ま
し
た
」
と
複
数
形
で

語
っ
て
お
ら
れ
、
こ
こ
で
言
う
「
母0

親
が

0

0

い
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
」

と
は
「
真
の
母
」
を
指
し
て
語
っ
て

お
ら
れ
る
言
葉
で
は
あ
り
ま
せ
ん

0

0

0

0

0

。

事
実
、「
母
の
時
代
は
過
ぎ
去
り
、

父
子
摂
理
時
代
へ
と
越
え
て
い
く
の

で
す
」
と
語
ら
れ
た
直
後
、「
そ
れ

ゆ
え
、
神
様
を
中
心
と
し
て
真
の
父

が
現
れ
、
真
の
父
を
中
心
と
し
て
真0

の
母
が
現
れ

0

0

0

0

0

…
…
」
と
語
っ
て
お
ら

れ
、〝
母
親
〟
の
代
わ
り
に
〝
真
の

母
〟
が
現
れ
た
こ
と
を
明
確
に
述
べ

て
お
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、「
母

親
が
い
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
」

と
は
、〝
真
の
母
〟
を
指
し
て
語
ら

れ
た
言
葉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

次
は
、
日
本
語
訳
の
問
題
点
に
つ

い
て
指
摘
し
ま
す
。

　
「
母
子
協
助
時
代
と
父
子
協
助
時

代
と
は
違
う

0

0

0

0

の
で
す
」（『
統
一
教
会

の
分
裂
』
70
ペ
ー
ジ
の
訳
文
）

　
「
母
子
協
助
時
代
と
父
子
協
助
時

代
は
違
う

0

0

0

と
い
う
こ
と
で
す

0

0

0

0

0

0

0

」（『
主

要
儀
式
と
宣
布
式
Ⅳ
』
６
０
２
ペ
ー
ジ
）

　
『
主
要
儀
式
と
宣
布
式
Ⅳ
』
で
は
、

「
母
子
協
助
時
代
と
父
子
協
助
時
代

は
違
う

0

0

0

と
い
う
こ
と
で
す

0

0

0

0

0

0

0

」
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
文
章
を
読
め
ば
、

通
常
な
ら
、
ど
の
よ
う
に
母
子
協
助

時
代
と
父
子
協
助
時
代
は
違
う
の
か

と
い
う
探
究
心
が
芽
生
え
ま
す
。
ゆ

え
に
、
そ
れ
を
知
る
た
め
に
前
後
の

文
章
を
読
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
し

か
し
、『
統
一
教
会
の
分
裂
』
の
日

本
語
訳
は
「
母
子
協
助
時
代
と
父
子

協
助
時
代
と
は

0

0

違
う

0

0

の
で
す
」
と
訳

す
こ
と
で
、
こ
の
一
文
だ
け
で
完
結

さ
せ
、
母
子
協
助
時
代
と
父
子
協
助

時
代
と
は
違
う
と
い
う
意
味
に
仕
上

げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
前
後
の
文

章
を
隠
蔽
し
「
母
は
必
要
な
い
」
と

い
う
論
理
展
開
を
す
る
た
め
の
訳
文

と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　
「
絶
対
愛
に
よ
っ
て

0

0

0

0

神
様
が
女
を

抱
い
て
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
相
対

的
立
場
に
立
と
う
と
す
れ
ば

0

0

0

0

0

0

0

絶
対
服

従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

そ
の
言
葉
は
母
に
対
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

言
葉
で
す
」

（『
統
一
教
会
の
分
裂
』
70
ペ
ー
ジ
の

訳
文
）

　
「
絶
対
愛
の
た
め
に

0

0

0

0

神
様
は
女
性

を
抱
い
て
き
た
の
で
す
が
、
そ
こ
に

相
対
的
立
場
に
立
と
う
と
す
る
な
ら

0

0

0

0

0

0

0

0

ば0

、
絶
対
服
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。
こ
の
話
は
、
母
親
に
対

0

0

0

00

0

0

0

0

し
て
の

0

0

0

話
で
す
」（『
主
要
儀
式
と
宣

布
式
Ⅳ
』
６
０
３
ペ
ー
ジ
）

　
『
主
要
儀
式
と
宣
布
式
Ⅳ
』
は
、

「
絶
対
愛
の
た
め
に

0

0

0

0

神
様
は
女
性
を

抱
い
て
き
た
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、『
統
一
教
会
の
分
裂
』
で

は
、「
絶
対
愛
に
よ
っ
て

0

0

0

0

神
様
が
女

を
抱
い
て
き
ま
し
た
」
と
訳
し
ま
す
。

「
絶
対
愛
の
た
め
に
」
と
「
絶
対
愛

に
よ
っ
て
」
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
全
く

違
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
前
項
の
「（
２
）
み
言

を
継
ぎ
は
ぎ
す
る
こ
と
で
、
意
味
を

改
竄
す
る
悪
意
の
引
用
」
で
取
り
上

げ
た
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
が
継
ぎ

は
ぎ
し
て
改
竄
し
た
み
言
を
読
め
ば
、

金
鍾
奭
氏
の
意
図
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
改
竄
し
た
み
言
の

「
母
」
の
部
分
を
「
韓ハ

ン

鶴ハ
ㇰ

子チ
ャ

」
の
名

に
置
き
換
え
て
読
め
ば
、
彼
の
意
図

が
見
え
ま
す
。『
統
一
教
会
の
分
裂
』

が
言
い
た
い
こ
と
は
、
今
や
、「
父

と
息
子
が
直
系
で
連
結
さ
れ
る
（
父

子
協
助
時
代
な
）
の
で
」、
も
う
「
こ

こ
に
は
母
（
韓
鶴
子
）
が
必
要
あ
り

ま
せ
ん
」。
母
子
協
助
時
代
の
と
き

は
、「
絶
対
愛
に
よ
っ
て
神
様
が
女

（
韓
鶴
子
）
を
抱
い
て
き
ま
し
た
が
、

そ
こ
に
相
対
的
立
場
に
立
と
う
と
す

れ
ば
（
韓
鶴
子
が
）
絶
対
服
従
し
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
の
言

葉
は
母
（
韓
鶴
子
）
に
対
す
る
言
葉

で
す
」。
し
か
し
、
今
や
父
子
協
助

時
代
に
な
っ
た
の
で
、「
母
子
協
助

時
代
を
蹴
飛
ば
し
て
父
子
協
助
時
代

に
移
る
の
で
、
母
（
韓
鶴
子
）
は
こ

こ
に
協
助
し
な
く
て
も
（
父
と
息
子

が
）
絶
対
信
仰
、
絶
対
愛
、
絶
対
服

従
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
蕩
減
す

る
為
に
苦
労
し
た
全
て
の
祝
福
を
天

か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
」。
以
上
の
よ
う
に
読
ま
せ
た
い

が
た
め
に
、
日
本
語
訳
を
変
え
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、『
主
要
儀
式
と
宣
布
式

Ⅳ
』
の
日
本
語
訳
の
「
絶
対
愛
の
た

め
に
神
様
は
女
性
を
抱
い
て
き
た

…
…
」
と
い
う
文
章
で
は
、
そ
の
よ

う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
弱
ま
っ
て
し

ま
っ
て
、
真
の
お
母
様
を
お
と
し
め

よ
う
と
す
る
目
的
が
十
分
に
果
た
せ

な
い
た
め
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

次
に
、
意
図
的
に
言
葉
を
〝
削
除
〟

し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、
指
摘
し

ま
す
。

　
「
母
子
協
助
時
代
を
蹴
飛
ば
し
て

父
子
協
助
時
代
に
移
る
の
で
、
母
は

0

0

こ
こ
に
協
助
し
な
く
て
も
絶
対
信
仰
、

絶
対
愛
、
絶
対
服
従
し
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
蕩
減
す
る
為
に
苦
労
し
た

0

0

0

0

全
て
の
祝
福

0

0

0

0

0

を
天
か
ら
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
」（『
統
一
教
会
の

分
裂
』
70
ペ
ー
ジ
の
訳
文
）

　
「
母
子
協
助
時
代
を
退
け
て
、
父

子
協
助
時
代
へ
と
越
え
て
い
く
た
め

に
、
母
親
は

0

0

0

こ
こ
に
協
助
し
な
く
て

も
、
絶
対
信
仰
・
絶
対
愛
・
絶
対
服

従
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
蕩と

う

減げ
ん

す

る
た
め
に
、
苦
労
し
た
時
代
の
す
べ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

て
の
祝
福

0

0

0

0

を
天
か
ら
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
」（『
主
要
儀
式
と

宣
布
式
Ⅳ
』
６
０
３
ペ
ー
ジ
）

　
『
主
要
儀
式
と
宣
布
式
Ⅳ
』
で
は

「
苦
労
し
た
時
代
の

0

0

0

す
べ
て
の
祝
福
」

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、『
統
一
教
会

の
分
裂
』
で
は
、「
苦
労
し
た
全
て

の
祝
福
」
と
訳
し
ま
す
。『
統
一
教

会
の
分
裂
』
が
省
略
し
た
部
分
を
、

『
主
要
儀
式
と
宣
布
式
Ⅳ
』
と
比
較

し
な
が
ら
読
ん
で
確
認
す
れ
ば
、
よ

り
明
確
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
「
苦

労
し
た
時
代

0

0

」
と
は
、
母
子
協
助
時

代
に
お
い
て
〝
母
親
た
ち
〟
が
苦
労

し
た
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。『
統

一
教
会
の
分
裂
』
は
「
苦
労
し
た
全

て
の
祝
福
」
と
訳
し
、
意
図
的
に

「
時
代
の
」
を
削
除
し
て
い
ま
す
。

韓
国
語
の
原
文
に
も
「
수
고
한 

모

든 

시
대
의 

축
복
」
と
あ
り
ま
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
「
시
대
의 （
時
代

の
）」
を
削
除
し
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
事
実
は
、『
統
一
教
会
の
分

裂
』
が
「
韓
鶴
子
の
不
従
順
」
に

よ
っ
て
、「
全
て
の
祝
福
を
天
か
ら

受
け
取
る
こ
と
」
が
で
き
な
い
状
況

に
な
っ
た
と
主
張
し
た
い
が
た
め
、

「
時
代
の
」
を
意
図
的
に
削
除
し
た

も
の
と
考
え
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　

し
た
が
っ
て
、『
統
一
教
会
の
分

裂
』
で
「
父
子
協
助
時
代
が
到
来
し

た
の
で
、
母
は
必
要
な
（
い
）」
と

主
張
す
る
根
拠
と
し
て
い
る
み
言
引

用
は
、
意
図
的
に
継
ぎ
は
ぎ
し
て
創

作
し
た
〝
み
言
改
竄
〟
で
あ
り
、
そ

の
翻
訳
も
、
真
の
お
母
様
を
お
と
し

め
る
た
め
の
画
策
と
言
え
ま
す
。

（
４
）
父
子
協
助
時
代
と
は
、「
母

は
必
要
な
い
時
代
」
で
あ
る
の
か
？

　
『
主
要
儀
式
と
宣
布
式
Ⅳ
』
に
掲

載
さ
れ
た
「
父
子
協
助
時
代
宣
言
」

の
み
言
を
理
解
す
る
た
め
に
、
主
要

な
部
分
を
以
下
、
引
用
し
ま
す
。

　
「
先
生
を
中
心
と
し
た
子
女
た
ち

が
生
ま
れ
た
た
め
に
、
父
と
息
子
、

父
子
摂
理
時
代
に
な
る
の
で
す
。
母

子
摂
理
時
代
で
は
な
く
父
子
摂
理
時

代
な
の
で
す
。
真
の
父
母
が

0

0

0

0

0

出
て
く

0

0

0

る
前
ま
で
は

0

0

0

0

0

、
母
親
た
ち
は
息
子
た

ち
を
育
て
な
が
ら
迫
害
を
受
け
て
き

ま
し
た
が
、
神
様
を
中
心
と
し
て
、

直
接
、
真
の
父
母
を
中
心
と
し
て
、

息
子
と
娘
が
生
ま
れ
た
た
め
に
、
こ

れ
か
ら
は
母
親
が
い
な
く
て
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
母
の
時
代
は
過
ぎ
去
り
、

父
子
摂
理
時
代
へ
と
越
え
て
い
く
の

で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
神
様
を
中
心
と

し
て
真
の
父
が
現
れ
、
真
の
父
を
中

心
と
し
て
真
の
母
が
現
れ

0

0

0

0

0

0

、
そ
こ
か

ら
生
ま
れ
た
息
子
と
娘
た
ち
に
は
、

サ
タ
ン
は
手
を
つ
け
ら
れ
な
い
の
で

す
」（
５
９
８
～
５
９
９
ペ
ー
ジ
）

　
「
蕩
減
と
い
う
も
の
が
な
く
な
っ

た
の
で
す
。
母
子
協
助
時
代
が
完
全

に
な
く
な
っ
て
、
神
様
と
真
の
父
と

真
の
息
子
の
血
筋
が
連
結
し
う
る
解

放
圏
の
最
上
地
点
に
立
っ
た
の
で
す
」

（
５
９
９
ペ
ー
ジ
）

　
「
父
子
協
助
時
代
に
生
命
の
種
を

抱
い
て
育
て
よ
う
と
す
る
女
性
た
ち

は
、
夫
に
対
し
て
絶
対
服
従
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
女
性
た
ち
が
今

ま
で
本
然
の
夫
を

0

0

0

0

0

求
め
て
く
る
の
に
、

数
千
年
、
数
万
年
の
間
犠
牲
に
な
っ

て
き
た
と
い
う
、
そ
の
受
難
の
歴
史

を
越
え
て
本
然
の
夫
を

0

0

0

0

0

迎
え
る
こ
と

が
で
き
る
立
場
に
立
て
ば
、
絶
対
信

仰
・
絶
対
愛
・
絶
対
服
従
の
道
理
を

果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
」

（
６
０
２
ペ
ー
ジ
）

　

以
上
の
内
容
を
整
理
す
る
と
、
母

子
協
助
時
代
と
は
「
真
の
父
母
が
出

て
く
る
前
」
ま
で
の
こ
と
を
言
う
の

で
あ
り
、
そ
の
時
代
ま
で
は
「
母
親

0

0

た
ち

0

0

は
息
子
た
ち
を
育
て
な
が
ら
迫

害
」
を
受
け
て
き
た
と
い
う
の
で
す
。

し
か
し
、
父
子
協
助
時
代
は
「
真
の

0

0

父
母

0

0

を
中
心
と
し
て
、
息
子
と
娘
が

生
ま
れ
た
」
こ
と
で
始
ま
り
、
そ
れ

ゆ
え
真
の
父
母
が
現
れ
る
ま
で
の
迫

害
を
受
け
て
き
た
「
母
親
が
い
な
く

て
も
」
よ
く
、「
母
の
時
代
」
は
過

ぎ
去
っ
て
「（
母
親
た
ち
が
迫
害
を

受
け
た
）
母
子
協
助
時
代
が
完
全
に

な
く
な
っ
（
た
）」
時
代
な
の
で
す
。

　

ま
た
、
父
子
協
助
時
代
と
は
「
神

様
と
真
の
父
と
真
の
息
子
の
血
筋
が

連
結
」
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

そ
れ
ゆ
え
、
父
子
協
助
時
代
の
女
性

た
ち
は
、「
本
然
の
夫

0

0

0

0

」
に
「
絶
対

信
仰
・
絶
対
愛
・
絶
対
服
従
の
道
理
」

を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述

べ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
父
子
協
助
時
代
と

は
「
母
が
必
要
な
い
」
時
代
、
す
な

わ
ち
「
真
の
母
は
必
要
な
い
時
代
」

な
の
で
は
な
く

0

0

0

0

0

0

、
母
子
協
助
時
代
の

よ
う
な
「
母
親
は

0

0

0

必
要
な
い
」
時
代

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
す
な
わ

ち
、「
息
子
た
ち
を
育
て
な
が
ら
迫

害
」
を
受
け
て
き
た
よ
う
な
、
そ
の

よ
う
な
「
母
親
は
必
要
な
い
」
時
代

に
な
っ
た
と
い
う
意
味
な
の
で
す
。

　

父
子
協
助
時
代
に
よ
っ
て
、「
真0

の
父
母

0

0

0

を
中
心
と
し
て
、
息
子
と
娘
」

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
父

子
協
助
時
代
だ
か
ら
こ
そ
「
神
様
を

中
心
と
し
て
真
の
父
が
現
れ
、
真
の

父
を
中
心
と
し
て
真
の
母
が
現
れ

0

0

0

0

0

0

」

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
〝
真

の
母
〟
は
絶
対
に
必
要

0

0

0

0

0

な
時
代
と

な
っ
た
の
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
統
一
教
会

の
分
裂
』
の
70
ペ
ー
ジ
に
、「
二
〇

〇
〇
年
十
一
月
に
は
『
母
子
協
助
時

代
が
終
わ
っ
て
父
子
協
助
時
代
が
到

来
し
た
の
で
、
母
は
必
要
な
く
、
父

と
息
子
が
一
つ
に
な
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
』
と
語
っ
た
」
と
す
る
金
鍾

奭
氏
の
言
説
は
、
み
言
を
大
幅
に
継

ぎ
は
ぎ
し
、
そ
の
意
味
を
改
竄
す
る

こ
と
で
作
り
上
げ
た
〝
虚
偽
〟
の
主

張
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

Ｕ
Ｃ
Ｉ
側
を
支
持
す
る
人
々
は
、

真
の
お
母
様
の
位ウ

ィ

相サ
ン

を
お
と
し
め
る

た
め
に
、
み
言
を
継
ぎ
は
ぎ
し
、
改

竄
し
た
み
言
を
用
い
、「
父
子
協
助

時
代
が
到
来
し
た
の
で
、
母
は
必
要

な
い
」
と
い
う
歪
曲
し
た
み
言
解
釈

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
一
つ
検
証
し
て
い
く
と
、
金

鍾
奭
著
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
悪

意
に
満
ち
た
〝
虚
偽
の
本
〟
で
あ
る

と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
リ
ー
ド

文
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
原
本
の
韓

国
語
版
の
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、

真
の
お
父
様
の
み
言
を
継
ぎ
は
ぎ
す

る
こ
と
で
意
味
を
歪
曲
さ
せ
て
〝
み

言
改
竄
〟
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
歪

曲
し
た
文
章
を
、
さ
ら
に
日
本
語
訳

で
は
自
分
た
ち
に
都
合
が
良
い
よ
う

に
悪
意
を
持
っ
て
〝
誤
訳
〟
し
て
い

る
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
み
言
改
竄
に
よ
っ
て

真
の
お
母
様
を
お
と
し
め
よ
う
と
す

る
悪
意
の
あ
る
策
略
に
惑
わ
さ
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
Ｕ
Ｃ
Ｉ
側
を
支
持

す
る
人
々
は
、
こ
の
よ
う
な
み
言
改

竄
、
お
よ
び
そ
の
書
籍
を
流
布
す
る

こ
と
が
、
真
の
お
父
様
の
位
相
を
も

お
と
し
め
、
お
父
様
を
裏
切
り
、
摂

理
を
誤
ら
せ
る
行
為
で
あ
る
こ
と
を

は
っ
き
り
悟
っ
て
、
自
ら
の
行
い
を

猛
省
す
べ
き
で
す
。


